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平成 31年 4月 15日（第 123号）

　

３
月
19
日
㈫
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
に
子
ど
も
た
ち
の
明
る
い
声
が
響

き
ま
し
た
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す

る
、
入
園
前
の
子
ど
も
た
ち
が
親
子
で

遊
び
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　

普
段
、
大
人
ば
か
り
の
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
は
、
子
ど
も
た
ち
が
来
る

と
様
子
が
一
変
し
ま
す
。
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
の
皆
さ
ん
は
、
よ
ち
よ
ち
歩

き
の
子
ど
も
た
ち
が
近
く
に
来
る
と
、

嬉
し
そ
う
に
抱
き
上
げ
た
り
あ
や
し
た

り
、話
し
か
け
た
り
握
手
を
し
た
り
と
、

も
う
引
っ
張
り
だ
こ
で
す
。

　

そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
音
楽
に
合

わ
せ
“
ど
ん
ぐ
り
の
う
た
”
を
歌
い
な

が
ら
、
か
わ
い
い
振
付
を
披
露
す
る

と
、利
用
者
の
皆
さ
ん
は
メ
ロ
メ
ロ
で
、

部
屋
中
笑
顔
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し

た
。

　

最
後
に
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

保
育
士
さ
ん
が
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を

す
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
目
を
キ
ラ
キ

ラ
さ
せ
て
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。

　

こ
の
交
流
会
は
、
大
人
も
子
ど
も
も

喜
ん
で
貰
え
る
良
い
事
業
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
特
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

の
皆
さ
ん
は
子
ど
も
た
ち
か
ら
大
き
な

パ
ワ
ー
を
貰
い
、
明
る
く
生
き
生
き
と

し
た
表
情
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
利
用
の
親
子

の
皆
さ
ん
、
楽
し
い
時
間
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
の
訪
問
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

子どもたちは大歓迎を受け、引っ張りだこに

子どもたちの何気ないしぐさがたまりません

おじいちゃんと握手

おばあちゃんにも握手

歌に合わせた振付に思わず笑みがこぼれます

子育て支援センターでの練習の成果を披露

子育て支援センターがデイサービス訪問

社協だよりは、赤い羽根共同募金の
配分金で発行されています。
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平成 31 年度　事業計画及び予算
「誰もが住みなれた地域で安心して暮らし続けるために」

～ 地域における新たな支え合いの広がりを求めて ～
　3月 19日に理事会において、平成31年度の事業計画案及び予算案を承認いただき、3月 26日に開
催した評議員会では、同案件について審議され、議決していただきました。

　高山村社会福祉協議会では、「誰もが住みなれた地域で安心して暮らし続けるために」を基本方針に重点活動
項目の事業を推進し、公的な福祉サービスとともに地域住民の福祉への関心や意識を高め、支え合い活動を通
じて地域福祉の推進に努めてまいります。
　また、介護保険事業では常に利用者の皆さんの立場に立ち、一人ひとりに必要な介護や支援の方法を見極め、
満足が得られる良質なサービスに努めてまいります。

当協議会は、昭和54年10月に法人化をスタートしまして、今年で40年の節目を迎えます。

平成 31年度　一般会計予算

事業計画
重点活動項目

フラワーセンターの経営
Ｂ型事業所通所者の就労提供と販売訓練を通じての
社会参加、村内花いっぱい運動への花苗供給を行い
ます。

６

障がい者居宅支援（ホームヘルプ）・生活介護（デイサー
ビス）事業、一般・特定相談支援事業、就労継続支援
Ｂ型事業所の適正な運営に努めます。

障がい者総合支援（自立支援）事業の適正運営 ５

高齢者福祉センター、高齢者交流セン
ター松の湯荘等の適正な管理運営に努
めます。

指定管理者制度による施設管理７

デイサービス・ホームヘルプ・ケアマネ・松
の湯倶楽部の各事業所の適正運営と経営基盤
強化、良質な介護サービスの提供に努めます。

介護保険事業の適正運営 ４

生活困窮者・障がい者等の生活支援、
安心安全なまちづくり活動支援公募
配分事業、赤い羽根共同募金事業等
を推進します。

共同募金の推進 ３

高齢者・障がい者・独り暮らし高齢者・
児童・ひとり親家庭等福祉事業、サロ
ン活動支援、ボランティアの育成・活
動支援、金銭管理・財産保全サービス
事業等を実施します。

地域福祉の推進 ２

法令を遵守した健全な財政運営、福祉従事者の専門
性向上に努めます。

法人運営の適正化 １

県社協生活福祉資金、総合支援資金、高山村善
意銀行くらしの資金貸付事業等を実施します。
福祉車両等貸出サービス事業を実施します。

貸付等援護事業９

各種義援金募集、日赤会費の募集、日赤奉仕団の育
成と活動を推進します。

日本赤十字社事業10

福祉輸送サービス事業、軽度生活支
援事業、牧場線バス運行委託、結婚
相談事業等を推進します。

８ 生活支援受託事業

おかげさまで設立 40周年

■歳出予算（経理区分）（単位千円）

歳　出
235,000

千円

法人運営
27,917
（12.0％）

居宅介護等
26,032
（11.1％）

就労継続支援B型
16,144（6.9％）

総合事業
10,899（4.6％）

地域福祉
1,683（0.7％）

通所介護
103,895（44.2％）

共同作業所
6,170（2.6％）

生活支援
3,787（1.6％）

共同募金
831（0.4％）

居宅介護支援
25,965
（11.0％）

高齢者センター
10,631（4.5％）

善意銀行
1,046（0.4％）

■歳入予算（単位千円）

歳　入
235,000

千円

会費
1,834
（0.8％）

共同募金配分金収入
810（0.3％）

受託収入
17,201（7.3％）

前年度繰越金
48,813
（20.8％）

就労支援収入
1,379（0.6％）

補助金
9,269（4.0％）

介護総合支援収入
14,517（6.2％）

介護保険収入
116,468
（49.5％）

事業収入
2,451（1.0％）

利用料収入
1,251（0.5％）

経理区分繰入
21,007（9.0％）
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２
月
13
日

㈬
、
就
労
継

続
支
援
Ｂ
型

事
業
所
で

は
、
信
州
高

山
蕎
麦
の
会

の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
に
よ

り
、「
そ
ば
打
ち
教
室
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
今
年
で
３
回

目
と
な
り
ま
す
が
、
一
年
ぶ
り
な

の
で
、
最
初
に
蕎
麦
の
会
の
皆
さ

ん
が
実
演
し
な
が
ら
打
ち
方
の
説

明
を
し
、
次
に
Ｂ
型
事
業
所
の
皆

さ
ん
が
自
分
で
そ
ば
を
打
っ
て
み

ま
し
た
。

　

こ
ね
鉢
に
入
れ
た
粉
に
水
を
注

い
で
か
き
混
ぜ
、
粉
に
水
が
い
き

わ
た
っ
た
ら
塊
に
し
て
し
っ
か
り

こ
ね
ま
す
。
次
に
の
し
棒
を
使
っ

て
薄
く
延
ば
し
、
畳
ん
で
ま
な
板

に
乗
せ
て
細
く
切
る
と
出
来
上
が

り
で
す
が
、
ど
の
工
程
も
簡
単
に

は
い
か
ず
、
先
生
の
手
を
借
り
な

が
ら
も
太
さ
が
ま
ち
ま
ち
の
そ
ば

が
完
成
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
み
ん
な
で
試
食
を
す
る

と
、
そ
ば
の
風
味
が
口
に
広
が
っ

て
、
そ
の
お
い
し
さ
に
思
わ
ず
お

代
わ
り
を
す
る
人
が
続
出
す
る
ほ

ど
で
し
た
。

　

そ
ば
の
会
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

３
月
４
日
㈪
、
自
宅
で
介
護
を

さ
れ
て
い
る
方
の
、
相
互
の
交
流

と
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
目
的

に
「
在
宅
介
護
者
の
集
い
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
大
町
温
泉
郷
を
目
的
地

と
し
、
途
中
、
全
国
三
大
流や
ぶ
さ
め

鏑
馬

の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
る
、
大
町

市
の
「
若に
ゃ
く
い
ち
お
お
じ

一
王
子
神
社
」
に
立
ち

寄
り
ま
し
た
。

　

境
内
に
は
、
三
百
年
以
上
前
に

建
立
さ
れ
県
宝
に
指
定
さ
れ
る
三

重
の
塔
や
茅
葺
屋
根
の
観
音
堂
、

国
の
重
要
文
化
財
の
本
殿
な
ど
が

そばを伸ばすB型の参加者

鬼が退散し福の神が登場

公会堂に設置した倉庫

大町市の若一王子神社にて

春の陽気に誘われて散策

Ｂ
型
事
業
所

そ
ば
打
ち
教
室

あ
る
大
変
立
派
な
神
社
で
、
係
員

の
方
に
内
部
を
案
内
し
て
頂
き
、

天
井
一
面
に
描
か
れ
た
竜
や
、
外

か
ら
は
見
る
事
が
で
き
な
い
本
堂

と
狛こ
ま
い
ぬ犬
な
ど
を
見
学
。
ま
た
、
神

仏
習
合
を
守
り
通
し
て
き
た
歴
史

的
な
背
景
な
ど
に
つ
い
て
の
お
話

し
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

神
社
を
出
発
す
る
と
間
も
な
く
、

目
的
地
の
大
町
温
泉
郷
の
ホ
テ
ル

に
到
着
。
す
ぐ
に
昼
食
会
場
に
案

内
さ
れ
昼
食
を
兼
ね
た
交
流
会
が

ス
タ
ー
ト
。
お
い
し
い
料
理
に
舌

鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
参
加
者
同
士

楽
し
く
交
流
し
、食
事
の
後
は
広
々

と
し
た
浴
室
で
温
泉
を
満
喫
。ゆ
っ

た
り
と
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
ま
し

た
。

　

帰
り
の
車
内
で
は
、
同
行
し
た

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
医
療
費
控
除

に
関
す
る
ミ
ニ
研
修
会
を
行
い
、

有
意
義
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
月
２
日
㈯
、
保
健
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
（
チ
ャ
オ
ル
）
内
に
あ

る
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
で
、「
た
の
し

サ
ロ
ン
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
た
の
し
サ
ロ
ン
」
は
、

年
６
回
奇
数

月
に
開
催

し
、
村
内
在

住
の
障
が
い

を
お
持
ち
の

方
な
ら
ど
な

た
で
も
参
加

す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

１
月
28
日
㈪
～
２
月
２
日
㈯
の

間
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で

今
年
最
初
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
、

節
分
の「
豆
ま
き
」を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
普
段
、
就
労
継
続

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
で
節
分

あ
り
が
と
う

メ
ッ
セ
ー
ジ

支
援
Ｂ
型
事
業
所
で
作
業
を
し
て

い
る
皆
さ
ん
が
、
鬼
に
扮
し
て
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
中
を
、

所
狭
し
と
暴
れ
ま
わ
り
ま
す
。
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
利
用
者

の
皆
さ
ん
は
、
玉
入
れ
競
技
の
当

た
っ
て
も
痛
く
な
い
紅
白
玉
を
手

に
、「
鬼
は
～
外
」
と
大
き
な
声
と

共
に
投
げ
つ
け
る
と
、
鬼
は
た
ま

ら
ず
退
散
。

　

鬼
が
去
っ
た
後
は
福
の
神
が
登

場
し
、「
健
康
で
あ
り
ま
す
よ
う

に
」「
痛
み
が
和
ら
ぎ
ま
す
よ
う

に
」
と
唱
え
な
が
ら
全
員
に
お
祓

い
を
し
て
回
る
と
、
こ
れ
で
１
年

間
健
康
で
過
ご
せ
そ
う
と
、
利
用

者
の
皆
さ
ん
か
ら
笑
顔
が
こ
ぼ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金

配
分
事
業
に
よ
り
、
防
災
及
び
避

難
所
用
品
を
保
管
す
る
た
め
の
倉

庫
を
購
入
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
公

会
堂
敷
地
内
に
設
置
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
有
事
に
備
え
、
防
災
用

備
品
を
充
実
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
善
意
の
気
持
ち
を

大
切
に
受
け
止
め
、
今
ま
で
以
上

に
募
金
運
動

に
協
力
し
て

い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

蕨
平
区
長
　
轟
　
浩
一

主
な
内
容
は
、
血
圧
や
体
脂
肪
等

の
測
定
、
輪
投
げ
や
囲
碁
ボ
ー
ル
、

風
船
バ
レ
ー
な
ど
室
内
で
で
き
る

ゲ
ー
ム
、
カ
ラ
オ
ケ
や
茶
話
会
、

温
泉
入
浴
な
ど
で
す
が
、
今
回
は
、

陽
気
も
良
く
な
っ
て
来
た
の
で

チ
ャ
オ
ル
の
周
り
を
散
策
し
た
あ

と
、
ひ
な
祭
り
の
時
期
に
合
わ
せ

押
し
寿
司
を
皆
で
食
べ
ま
し
た
。

　

出
か
け
る
機
会
が
少
な
い
、
障

が
い
を
お
持
ち
の
方
は
是
非
参
加

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

た
の
し
サ
ロ
ン
を

開
催
し
ま
し
た

在
宅
介
護
者
のつ

ど
い
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５ 月、６ 月
日 曜日 行政区名 日 曜日 行政区名
1 水 赤和、荒井原 17 金 牧、福井原
2 木 紫、緑ヶ丘 18 土 二 ツ 石、 松 南、 黒 部
3 金 休　所　日 19 日 障がい者の皆さんの利用日
4 土 休　所　日 20 月 駒場、松原
5 日 休　所　日 21 火 桝形、三郷
6 月 二 ツ 石、 松 南、 黒 部 22 水 中原、なかひら
7 火 駒場、松原 23 木 宮関、荻久保
8 水 桝形、三郷 24 金 蕨 平、 天 神 原、 温 泉
9 木 中原、なかひら 25 土 千本松、新堀、堀之内

10 金 牧、福井原 26 日 水中、久保
11 土 宮関、荻久保 27 月 赤和、荒井原
12 日 蕨 平、 天 神 原、 温 泉 28 火 紫、緑ヶ丘
13 月 千本松、新堀、堀之内 29 水 二 ツ 石、 松 南、 黒 部
14 火 水中、久保 30 木 駒場、松原
15 水 赤和、荒井原 31 金 牧、福井原
16 木 紫、緑ヶ丘  

日 曜日 行政区名 日 曜日 行政区名
1 土 桝形、三郷 17 月 蕨 平、 天 神 原、 温 泉
2 日 中原、なかひら 18 火 千本松、新堀、堀之内
3 月 宮関、荻久保 19 水 水中、久保
4 火 蕨 平、 天 神 原、 温 泉 20 木 赤和、荒井原
5 水 休　所　日 21 金 牧、福井原
6 木 千本松、新堀、堀之内 22 土 紫、緑ヶ丘
7 金 水中、久保 23 日 二 ツ 石、 松 南、 黒 部
8 土 赤和、荒井原 24 月 駒場、松原
9 日 紫、緑ヶ丘 25 火 桝形、三郷

10 月 二 ツ 石、 松 南、 黒 部 26 水 中原、なかひら
11 火 駒場、松原 27 木 宮関、荻久保
12 水 桝形、三郷 28 金 蕨 平、 天 神 原、 温 泉
13 木 中原、なかひら 29 土 千本松、新堀、堀之内
14 金 牧、福井原 30 日 水中、久保
15 土 宮関、荻久保
16 日 障がい者の皆さんの利用日

2019 年５月 2019 年６月

戦
没
者
慰
霊
法
要
を

行
い
ま
す

独
り
暮
ら
し
高
齢
者

　

料
理
教
室
の
開
催

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の

更
新
を
お
願
い
し
ま
す

　

４
月
19
日
㈮
午
後
１
時
30

分
か
ら
、
忠
魂
碑
前
（
中
学

校
体
育
館
駐
車
場
入
り
口
）

で
高
井
寺
住
職
に
よ
る
慰
霊

法
要
を
執
り
行
い
ま
す
。

　

列
席
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
当
日
、
時
間
ま
で
に
現
地
へ

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
社
協
ま
で

　

☎
２
４
２
―
１
２
２
０

　

健
康
で
生
き
生
き
と
暮
ら
す

た
め
に
は
食
生
活
が
大
切
で
す
。

　

美
味
し
く
食
べ
て
健
康
寿
命

を
の
ば
し
ま
し
ょ
う
。

　

対
象
の
方
に
、
は
が
き
で
ご

案
内
し
ま
す
の
で
、
大
勢
の
皆

様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

日
　
時　

５
月
22
日 

㈬

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

場
　
所　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　

申
し
込
み
問
い
合
わ
せ
は
社

協
ま
で

　

☎
２
４
２
―
１
２
２
０

　

現
在
、
高
山
村
社
協
に
登
録

し
て
頂
い
て
い
る
団
体
及
び
個

人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
、
ご

加
入
頂
い
て
い
ま
す
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
保
険
」
は
、
３
月

31
日
で
保
障
期
間
が
終
了
し
ま

し
た
の
で
、
継
続
の
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
社
協
ま
で

　

☎
２
４
２
―
１
２
２
０

　

毎
月
１
～
２
回
、
季
節
の
花
を

花
器
に
生
け
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
玄
関
ホ
ー
ル
に
飾
っ
て
頂

い
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
利
用
者
の

皆
さ
ん
か
ら
大
変
好
評
を
得
て
お

り
、
す
で
に
３
年
も
の
長
い
間
、

欠
か
さ
ず
に
花
を
届
け
て
頂
く
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
、
い
つ
も
素
敵

な
花
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
は
、
災
害
時
の

救
援
活
動
や
医
療
活
動
、
国
際
支

援
、
献
血
事
業
な
ど
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動

資
金
は
、
赤
十
字
社
の
会
員
の
皆

さ
ん
が
納
め
て
い
た
だ
い
た
会
費

で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

５
月
は
「
赤
十
字
会
員
増
強
運

動
月
間
」
で
す
。
区
長
さ
ん
を
通

じ
て
募
集
を
行
い
ま
す
の
で
、
一

人
で
も
多
く
の
方
に
会
員
に
な
っ

て
い
た
だ
き
、
赤
十
字
活
動
へ
の

ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
法
人
の
募
集
も
行
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

引
き
続
き
北
海
道
胆
振
東
部
地

震
の
義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

ご
芳
志

　
ご
寄
付
に
対
し
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

小
板
橋
　
千
文 

様

電
動
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
ベ
ッ
ド

匿
名
希
望 

様
ど
て
ら　

 

３
枚

　
　
　
　

は
ん
て
ん 

４
枚

赤
十
字
社 

会
員
募
集

ご
協
力
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
！

災
害
義
援
金
受
付

　

  

９
５
，
０
９
３
円

（
３
月
31
日
現
在
）

生
花
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

ご
紹
介

※上記の曜日以外にもご利用いただけますので希望される場合には、社協事務局までご連絡ください。


